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Q
4
特
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
は
？

　

今
年
度
、
労
使
に
よ
る
「
ト
イ
レ
の
改
善
委
員
会
」
を
設

置
し
ま
し
た
。
支
部
で
は
、
意
見
集
約
の
た
め
に
労
働
安

全
衛
生
・
労
働
環
境
、
福
利
厚
生
な
ど
に
つ
い
て
、
定
期

的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
非
常
に
要
望

が
多
か
っ
た
の
が
ト
イ
レ
の
改
善
で
す
。
古
い
建
屋
で
は

老
朽
化
が
目
立
ち
、
数
の
不
足
も
指
摘
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

早
急
に
改
修
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
給
食
委
員
会
」
で
は
、
社
員
食
堂
の
メ
ニ
ュ
ー

に
関
す
る
要
望
を
受
け
、
給
食
業
者
を
交
え
て
改
善
を
進

Q
1
労
働
組
合
の
成
り
立
ち
、
支
部
の
組
合
員
数
、
役

員
体
制
は
？

　

当
労
組
の
前
身
で
あ
る
東
海
電
線
従
業
員
組
合
、
泉
電

線
従
業
員
組
合
は
、
と
も
に
終
戦
直
後
の
1
9
4
6
（
昭

和
21
）
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
1
9
7
8
（
昭
和
43
）
年

に
東
海
電
線
と
泉
電
線
が
合
併
し
た
こ
と
か
ら
、
組
合
も

「
東
海
電
線
労
働
組
合
」
に
統
合
。
さ
ら
に
1
9
8
5
（
昭

和
60
）
年
の
住
友
電
装
へ
の
社
名
変
更
に
伴
い
、「
住
友
電

装
労
働
組
合
」
に
改
称
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

鈴
鹿
支
部
は
、
鈴
鹿
製
作
所
と
御
薗
事
業
所
で
構
成 

さ
れ
、組
合
員
数
は
1
9
8
2
名
、う 

ち
鈴
鹿
製
作
所
が
1
4
9
0
名
（
男

性
1
1
2
7
名
、
女
性
3
6
3
名
）。

支
部
役
員
体
制
は
、委
員
長
、書
記
長
、

書
記
次
長
2
名
、執
行
委
員
7
名
（
う

ち
女
性
３
名
）、
会
計
監
事
1
名
の

12
名
体
制
。
職
場
の
代
議
員
は
計
67

名
）。
専
門
部
と
し
て
、
企
画
部
、
組

織
部
、
福
利
厚
生
部
、
青
年
女
性
対

策
部
、
教
育
宣
伝
部
が
あ
り
ま
す
。

Q
2
労
働
組
合
の
伝
統
の
中
で
大

切
に
さ
れ
て
い
る
も
の
は
？

　
「
相
互
信
頼
」と「
相
互
理
解
」で
す
。

　

労
使
は
、
立
場
は
違
い
ま
す
が
、

鈴鹿支部執行委員長

中村 順宏
鈴鹿支部書記長

藤本　晃（専従）
本部中央執行委員長

小林 高志（専従）
本部中央書記長

松月　強（専従）

め
ざ
す
と
こ
ろ
は
同
じ
で
す
。
企
業
の
成
長
・
発
展
、
働
く

者
の
生
活
の
維
持
・
向
上
に
向
け
て
、
誠
意
を
持
っ
て
相
手

と
接
し
、
互
い
の
意
見
・
主
張
を
認
め
合
い
、
歩
み
寄
る
こ

と
で
、
相
互
の
理
解
が
深
ま
り
、
納
得
度
も
高
ま
り
ま
す
。

　

ま
た
、
組
合
員
と
の
対
話
や
組
合
役
員
同
士
の
対
話
で

も
、
全
員
が
納
得
す
る
ま
で
徹
底
的
に
話
し
合
い
ま
す
。
春

季
生
活
闘
争
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
職
場
オ
ル
グ
を
実
施
し

て
組
合
員
に
方
針
を
説
明
し
、
そ
の
意
見
を
直
接
吸
い
上
げ

て
交
渉
に
反
映
さ
せ
、
結
果
に
つ
い
て
も
納
得
が
得
ら
れ

る
ま
で
対
話
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Q
3
労
働
組
合
の
特
徴
的
な
活
動
は
？

　

１
つ
は
、
階
層
別
組
合
役
員
教
育
で
す
。
毎
年
９
月
に

新
し
い
期
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
、
中
央
執
行
部
が
各
支
部

の
三
役
を
集
め
て
研
修
会
を
実
施
。
労
働
組
合
の
役
割
、

労
使
交
渉
、
産
別
（
全
電
線
）
や
地
域
の
運
動
（
地
域
協
議

会
な
ど
）
ま
で
、
独
自
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
レ
ク
チ
ャ
ー
し

ま
す
。

　

次
に
研
修
を
受
け
た
支
部
三
役
は
、
各
支
部
で
自
ら
講

師
に
な
っ
て
支
部
執
行
委
員
の
研
修
会
を
実
施
し
、
支
部

執
行
委
員
は
職
場
の
代
議
員
を
対
象
に
研
修
会
を
実
施
し

ま
す
。

　
「
伝
え
ら
れ
る
・
伝
え
る
」
と
い
う
両
方
の
立
場
を
経
験

す
る
中
で
、
相
互
理
解
が
深
ま
り
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
高

ま
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

中村支部委員長と藤本支部書記長は、ともに組合役員歴３年目のフレッシュなコンビ。連合三重鈴鹿
地協の役員も務める。本部の小林委員長は、鈴鹿支部執行委員長を経て全電線中央執行委員を２年務め
たのち、2021年度から現職へ。松月書記長も鈴鹿支部の出身、2023年度から現職。

 
◎
組
合
訪
問
記
「
全
電
線
：
住
友
電
装
労
働
組
合 

鈴
鹿
支
部
」 

「
相
互
信
頼
」
と
「
相
互
理
解
」
を
大
切
に

社
会
の
変
化
に
も
対
応
し
て
い
き
た
い

支部の組合事務所は、社員食堂の隣
にあり、入口横には大きな掲示板が。
開放的な創りで、昼休みには労働金
庫や共済の手続き、割引チケットの
購入などに訪れる組合員も多い。
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対
応
し
て
い
ま
す
。

Q
5
現
在
抱
え
て
い
る
課
題
や
そ
の
課
題
へ
の
対
応
は
？

　

人
材
確
保
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が
開
け
た
こ
と
で
受
注
が

回
復
し
、
生
産
現
場
で
は
連
続
操
業
や
休
日
出
勤
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
事
務
系
で
も
特
定
部
門
の
残
業
時
間
が
高

止
ま
り
し
て
い
ま
す
。
労
使
職
場
が
三
位
一
体
で
採
用
拡

大
を
は
か
っ
て
い
ま
す
が
、
人
材
の
争
奪
が
激
し
く
悩
ま

し
い
で
す
。

　

次
世
代
の
組
合
活
動
を
担
う
人
材
の
確
保
・
育
成
も
課

題
で
す
。
今
年
度
は
中
央
本
部
主
催
の
代
議
員
と
の
対
話

を
予
定
し
て
い
て
、
主
体
的
に
組
合
員
が
活
動
に
参
加
で

き
る
よ
う
な
環
境
・
風
土
づ
く
り
を
進
め
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
組
合
員
の
交
流

を
は
か
っ
て
い
ま
す
。
最
近
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
の
は
、
野

外
で
の
朝
ヨ
ガ
教
室
や
モ
ル
ッ
ク
大
会
。
モ
ル
ッ
ク
は
木

の
棒
を
投
げ
て
ピ
ン
を
倒
し
点
数
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す

が
、
誰
で
も
参
加
で
き
て
楽
し
め
る
と
好
評
で
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
組
合

活
動
も
制
約
を
受
け
、
リ
モ
ー
ト

会
議
な
ど
が
定
着
し
ま
し
た
が
、

改
め
て
コ
ロ
ナ
後
の
よ
り
充
実
し

た
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論

を
進
め
て
い
ま
す
。

Q
6
組
合
活
動
を
進
め
る
上
で

モ
ッ
ト
ー
は
？
　
自
身
に
と
っ
て

の
労
働
組
合
と
は
？

中
村
支
部
執
行
委
員
長　

執
行
部

は
常
に
「
組
合
員
の
代
表
」
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
心
が
け
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
組
合
員
一
人
ひ
と

り
の
声
を
集
め
て
改
善
に
つ
な
げ

る
と
と
も
に
、
そ
の
困
り
ご
と
に

め
て
い
ま
す
。
支
部
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題
は
、

本
部
と
共
有
し
、
定
例
の
中
央
労
使
協
議
会
や
時
間
外
労

働
、
福
利
厚
生
な
ど
の
専
門
委
員
会
で
協
議
し
て
い
ま
す
。

　

有
給
休
暇
取
得
促
進
の
「
ミ
ニ
マ
ム
10
」
運
動
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
労
使
で
８
割
取
得
の
目
標
を
掲
げ
、

取
得
率
も
上
が
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
ま
だ
道
半
ば
で
す
。

そ
こ
で
「
最
低
で
も
10
日
」
を
掲
げ
て
独
自
の
ポ
ス
タ
ー

や
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
し
ひ
と
り
で
も
多
く
の
人

の
目
に
留
ま
る
よ
う
教
宣
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

10
数
年
前
か
ら
継
続
し
て
い
る
の
が
「
鈴
鹿
ス
マ
イ
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
問
題
が
顕
在

化
し
た
こ
と
か
ら
、
時
間
外
労
働
の
チ
ェ
ッ
ク
と
あ
わ
せ
、

支
部
役
員
も
相
談
員
を
担
う
体
制
を
つ
く
り
ま
し
た
。
支

部
役
員
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
を
受
け
、
相
談
対
応
に

あ
た
り
ま
す
。
大
事
な
の
は
、
相
談
者
に
寄
り
添
っ
て
話

を
聴
き
、
そ
の
希
望
に
沿
っ
て
必
要
な
と
こ
ろ
に
橋
渡
し

を
す
る
こ
と
。
最
近
多
い
相
談
は
、
パ
ワ
ハ
ラ
や
セ
ク
ハ

ラ
で
す
。
背
景
に
世
代
間
の
認
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
も
あ
る
と

感
じ
ま
す
。
会
社
も
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
に
は
厳
格
に

寄
り
添
い
親
身
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
安
心
し
て
活
躍
で

き
る
職
場
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
組
合

員
が
社
会
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め

の
、
ヒ
ン
ト
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
や
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
し
て
、

よ
り
人
生
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
提
案
を
続
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

藤
本
支
部
書
記
長　

私
は
、
職
場
で
働
い
て
い
た
時
、
業

務
の
中
で
直
接
人
の
た
め
に
何
か
を
す
る
と
い
う
場
面
が

少
な
か
っ
た
の
で
、
労
働
組
合
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た
時
、

「
人
の
た
め
に
」
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
機
会
は
人
生

の
糧
に
な
る
と
思
っ
て
引
き
受
け
ま
し
た
。

　

労
働
組
合
は
、
労
働
者
の
生
活
や
仕
事
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
存
在
で
す
。
会
社
と
対
等
の
立
場
で
交
渉
す
る

団
体
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
社
会
の
環
境
変
化
を
捉
え
る
と

同
時
に
一
人
ひ
と
り
の
組
合
員
が
抱
え
る
悩
み
を
し
っ
か

り
聞
い
て
、
そ
れ
を
協
議
・
交
渉
に
落
と
し
込
ん
で
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

松
月
中
央
書
記
長　

働
く
者
は
会
社
に
貢
献
す
る
こ
と

が
義
務
で
あ
り
、
そ
れ
を
果
た
す
こ
と
で
正
当
な
対
価
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
働
く
者
が
頑

張
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
会
社
に
利
益
が
生
ま
れ
、
そ
の
頑

張
り
に
応
え
る
労
働
諸
条
件
や
賃
金
制
度
の
改
善
が
行

わ
れ
れ
ば
、
次
の
頑
張
り
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
労

働
組
合
と
し
て
そ
う
い
う
好
循
環
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
林
中
央
執
行
委
員
長　

鈴
鹿
支
部
の
委
員
長
だ
っ
た
頃

か
ら
言
い
続
け
て
い
る
の
は
「
労
働
組
合
は
空
気
の
よ
う

な
も
の
」、
つ
ま
り
普
段
意
識
す
る
こ
と
は
な
い
け
ど
、
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
無
関
心
で
は
い
ら
れ
て

も
無
関
係
で
は
い
ら
れ
な
い
。
組
合
役
員
歴
は
通
算
で
10

年
な
り
ま
す
が
、
役
職
が
上
が
る
ほ
ど
に
、
人
の
意
見
に

耳
を
聴
け
る
謙
虚
さ
を
持
ち
、
同
時
に
組
合
員
を
巻
き
込

ん
で
い
け
る
高
い
熱
量
を
も
っ
て
活
動
を
進
め
な
け
れ
ば

と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
ま
す
。

全電線：住友電装労働組合 鈴鹿支部

上／すがすがしい青空のもとでの朝ヨガ。芝生の上で心身をリフレッシュ！
下／青年女性部主催のイベント－ＢＢＱ。おいしい体験に深まる交流の輪。


